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土地利用計画の策定は�

土地利用ゾーニングイメージ（合併まちづくり計画より）�

小
村
　
総
合
計
画
の
第
二
次

基
本
計
画
は
、
現
段
階
で
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。�

町
長
　
関
係
各
課
で
こ
れ
ま

で
に
四
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
を

開
い
て
素
案
の
策
定
中
で
あ

る
。�

小
村
　
議
会
に
説
明
協
議
で

き
る
の
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
。�

町
長
　
年
度
内
に
完
了
さ
せ
、

十
二
月
の
定
例
議
会
で
土
台

と
な
る
基
本
計
画
の
説
明
が

で
き
る
。�

小
村
　
合
併
し
て
か
ら
五
年

も
経
過
し
て
い
る
。
合
併
時

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
現
実

は
か
な
り
か
い
離
し
て
い
る

と
思
う
。
現
状
を
踏
ま
え
て

地
域
の
特
性
を
明
ら
か
に
し

た
、
町
民
に
わ
か
り
や
す
い

土
地
利
用
計
画
を
早
急
に
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。�

町
長
　
土
地
利
用
の
ゾ
ー
ニ

ン
グ
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
。
土
地
所
有

者
の
利
用
制
限
は
、
で
き
な

い
。
総
合
計
画
の
策
定
手
順

に
は
、
入
っ
て
い
る
。�

小
村
　
農
業
振
興
地
域
の
見

直
し
は
二
十
年
近
く
改
制
さ

れ
て
い
な
い
が
時
代
の
変
化

の
中
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
見

直
し
を
す
る
の
か
。�

町
長
　
個
別
事
業
に
対
応
出

来
る
様
柔
軟
性
を
も
っ
て
来

年
に
行
う
。�

小村　公洋�

総
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計
画
は
策
定
作
業
中
か
？

総
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計
画
は
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総
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計
画
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次
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次
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次
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12
月
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町
　
長�



合 計 �

課
題
は
あ
る
が
、
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り
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が
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あ
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課
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、
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町
　
長�

行政事務現場の今後は…�

篠
原
　
行
政
事
務
全
般
を
、

外
部
か
ら
見
る
と
、
組
織
内

意
思
疎
通
の
欠
如
に
起
因
す

る
問
題
が
散
見
さ
れ
る
。�

　
町
長
の
現
状
認
識
を
伺
う
。�

町
長
　
現
在
の
行
政
組
織
が
、

機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
と

の
印
象
は
な
い
。�

篠
原
　
視
点
を
変
え
、
現
在

の
組
織
図
か
ら
見
る
と
、
総

合
福
祉
課
、
教
育
委
員
会
事

務
局
は
、
他
部
署
と
比
較
し
、

多
く
の
室
及
び
出
先
機
関
を

抱
え
て
い
る
。
こ
の
２
つ
の

課
局
に
つ
い
て
、
業
務
内
容

に
応
じ
た
中
間
統
括
職
を
新

設
す
る
必
要
は
な
い
か
。�

町
長
　
将
来
的
に
新
設
の
可

能
性
を
否
定
は
し
な
い
が
、

組
織
ス
リ
ム
化
の
流
れ
の
中
、

現
状
と
し
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
、
副
町
長
、
総
務
課
長

が
そ
の
任
に
当
た
る
。�

篠
原
　
将
来
、
行
政
事
務
効

率
化
の
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
入
れ
て
、
役
場
内
で
の

事
務
効
率
化
を
図
る
考
え
は

な
い
か
。�

町
長
　
守
秘
義
務
な
ど
の
課

題
が
ク
リ
ア
ー
さ
れ
れ
ば
、

Ｉ
Ｔ
化
へ
の
取
り
組
み
を
中

心
に
、
将
来
的
に
は
、
そ
の

可
能
性
は
あ
る
。�

����

篠
原
　
社
会
構
造
の
変
化
、

経
済
状
況
の
低
迷
に
伴
い
、

幼
児
虐
待
、
育
児
放
棄
な
ど

の
事
案
が
加
速
度
的
に
増
え

て
い
る
。
わ
が
町
の
把
握
件

数
は
、
ど
う
か
？�

総
合
福
祉
課
長
　
児
童
相
談

所
・
町
要
保
護
地
域
対
策
協

議
会
の
管
轄
す
る
も
の
を
含

め
て
、
平
成
二
十
年
度
四
件
、

二
十
一
年
度
六
件
、
二
十
二

年
度
六
件
で
す
。�

篠
原
　
「
教
育
の
第
一
義
的

責
任
は
保
護
者
が
負
い
、
行

政
は
そ
の
支
援
に
務
め
る
。」

と
の
基
本
姿
勢
だ
が
、
先
ほ

ど
福
祉
課
長
よ
り
報
告
の
事

案
は
極
端
な
例
で
は
あ
る
が
、

そ
の
第
一
義
的
責
任
を
負
う

家
庭
の
教
育
力
が
全
般
的
に

低
下
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
考

え
る
と
、
行
政
は
、
よ
り
積

極
的
、
主
体
的
な
施
策
を
考

え
る
べ
き
時
期
で
は
？�

教
育
長
　
行
政
と
し
て
も
、

福
祉
・
医
療
・
教
育
の
各
部

門
が
連
携
し
、
外
部
の
機
関

と
も
情
報
交
換
し
つ
つ
、
よ

り
積
極
的
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
る
。�

篠
原
　
現
場
の
保
育
士
、
先

生
に
各
家
庭
へ
の
働
き
か
け
、

啓
発
に
つ
い
て
過
度
の
負
担

を
強
い
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
子
ど
も
を
介
し
た
関
係
と

は
別
に
、
保
護
者
＝
家
庭
に

直
接
働
き
か
け
る
総
合
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な

機
関
を
新
設
す
べ
き
で
は
な

い
か
。�

教
育
長
　
事
例
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
よ
う
な
機
関
が
有
効
に

機
能
す
る
場
合
も
あ
る
と
思

う
。
事
務
局
と
し
て
、
検
討

し
て
み
た
い
。�

健
全
な
子
育
て
環
境
実
現�

に
向
け
た
行
政
の
役
割�

に
つ
い
て�

篠原　　天�

行政事務の効率化に民間企業の手法導入の可能性は？�
待ったなし　就学後の子育てに積極的支援を　�！�！�
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を
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町政を問う�

伯耆っ子、みんなで育てよう�
　　　子育て応援条例の制定を　�

幅田  千富美�

子
育
て
応
援
条
例
の�

　
　
　
　
　
制
定
を�

学
校
統
廃
合
問
題�

就
学
援
助
制
度
充
実
を�

保
健
師
の
増
員
を�

幅
田
　
長
引
く
不
況
と
、
格

差
社
会
の
進
行
の
も
と
、
若

者
世
代
の
生
活
困
難
が
子
供

の
育
ち
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
そ
の
現
状
と
対
策

を
問
う
。�

教
育
次
長
　
現
状
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。�

●
ひ
と
り
親
家
庭
八
十
五
世

帯
、
子
ど
も
百
三
十
五
人�

●
生
保
・
障
害
児
世
帯
二
十

一
世
帯
、
二
十
四
人�

●
保
育
料
、
学
校
給
食
、
国

保
税
の
未
納
世
帯
五
十
五
世

帯
七
十
九
人�

●
就
学
援
助
世
帯
四
十
八
世

帯
八
十
人�

●
不
登
校
児
童
六
人�

��

幅
田
　
義
務
教
育
は
、
無
償

な
の
に
学
校
教
育
費
は
、
年

間
、
小
学
校
は
十
万
円
、
中

学
校
は
、
十
八
万
円
以
上
か

か
る
。�

　
就
学
援
助
制
度
の
充
実
と

利
用
拡
大
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。�

教
育
次
長
　
生
保
基
準
一
・

五
倍
、
四
人
家
族
で
年
三
百

四
十
万
円
ま
で
が
対
象
。�

　
お
知
ら
せ
も
徹
底
す
る
。

医
療
費
・
教
育
費
実
費
を
国

の
基
準
に
基
づ
き
支
給
す
る
。�

���

幅
田
　
群
馬
県
南
牧
村
は
、

①
保
育
料
、
学
校
給
食
費
免

除
、
高
校
入
学
支
援
費
、
高

校
通
学
補
助
や
子
育
て
家
族

の
転
入
奨
励
金
交
付
等
、
他

市
町
村
か
ら
の
転
入
者
に
支

援
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
学

ん
で
、
子
育
て
支
援
の
町
に

す
る
考
え
は
な
い
か
。�

町
長
　
検
討
の
必
要
性
を
感

ず
る
も
の
の
、
実
現
に
は
少

し
遠
い
。�

幅
田
　
昨
年
夏
の
「
伯
耆
町

教
育
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

の
答
申
は
、
「
小
中
一
貫
教

育
」
実
施
の
た
め
に
岸
本
・

溝
口
二
校
体
制
、
分
校
化
と

溝
口
に
小
中
一
貫
学
校
新
設

で
あ
っ
た
。�

　
今
夏
、
教
育
委
員
会
は
、

人
数
要
件
だ
け
で
、
「
中
学

校
は
岸
本
に
、
小
学
校
は

溝
口
・
岸
本
の
各
々
に
早
期

に
統
合
」
（
平
成
二
十
六
年

度
〜
二
十
九
年
度
、
遅
く
と

も
三
十
二
年
ま
で
に
）
と
の

方
針
を
提
案
。
関
係
校
区
か

ら
不
満
の
声
が
高
い
。
十
二

月
に
結
論
を
出
す
な
ど
も
っ

て
の
ほ
か
。
強
引
な
統
合
は

町
づ
く
り
に
禍
根
を
残
す
。

　
財
政
面
、
教
育
面
、
通
達
、

要
綱
等
を
十
分
に
検
討
し
て

見
直
す
べ
き
で
あ
る
。�

教
育
長
　
住
民
説
明
会
を
開

き
理
解
を
得
た
い
。�

���

幅
田
　
地
域
保
健
、
福
祉
、

医
療
や
高
齢
者
、
障
害
者
、

子
育
て
支
援
と
保
健
師
の
役

割
は
重
大
で
あ
る
。
合
併
前
、

専
門
職
充
足
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
仕
事
量
が
増
え
て

い
る
の
に
増
員
が
な
い
の
は

周
辺
町
村
で
も
本
町
の
み
で

あ
る
。�

　
ベ
テ
ラ
ン
保
健
師
が
、
こ

の
間
二
名
も
退
職
さ
れ
た
。

　
そ
の
対
応
が
急
が
れ
る
が
、

そ
の
計
画
は
。�

町
長
　
人
数
よ
り
今
は
、
人

材
育
成
の
段
階
で
あ
る
。�

　
新
事
業
は
、
幅
広
く
人
材

を
求
め
る
検
討
を
し
て
ゆ
き

た
い
。�
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大森　英一�

農
業
離
れ
に
ど
う
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う
か

農
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か�
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営
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し
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経
営
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し
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か
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や
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農
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離
れ
に
ど
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向
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合
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か�

経
営
改
善
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
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か
り
や
る�

町
　
長�

町政を問う�

新農林業センサス速報�
農業就業者22％減の影響は？�

休
日
保
育
に
つ
い
て�

大
森
　
二
〇
一
〇
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
の
速
報
値
が
新
聞

報
道
さ
れ
た
。
農
業
就
業
者

が
前
回
調
査
よ
り
二
十
二
％

減
り
、
そ
の
主
因
は
高
齢
化

に
よ
る
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　
高
齢
化
で
い
う
な
ら
、
本

町
も
該
当
す
る
が
、
農
業
離

れ
と
高
齢
化
に
つ
い
て
町
長

の
所
見
は
。�

町
長
　
農
業
就
業
者
減
の
要

因
に
は
高
齢
化
も
あ
る
が
、

農
産
物
の
価
格
低
下
に
よ
る

収
益
の
減
少
な
ど
で
生
産
が

縮
小
さ
れ
る
と
い
う
、
マ
イ

ナ
ス
の
循
環
が
農
業
離
れ
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
畜
産

は
規
制
緩
和
に
よ
る
企
業
参

入
な
ど
で
大
規
模
化
、
企
業

経
過
が
図
ら
れ
、
生
産
額
は

安
定
し
て
い
る
。
戸
別
所
得

補
償
制
度
と
並
行
し
、
規
制

緩
和
を
す
る
こ
と
で
産
業
と

し
て
の
体
力
を
上
げ
る
必
要

が
あ
る
。�

大
森
　
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
が
衰
退
す
る
こ
と
は
、
伯

耆
町
の
衰
退
と
な
る
。
全
国

の
先
進
事
例
、
農
業
講
座
等

の
事
例
を
み
る
と
、
町
の
活

性
化
に
は
や
は
り
行
政
の
関

わ
り
方
が
、
農
業
の
再
生
の

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
農
産
物

の
一
次
産
品
が
八
兆
円
、
食

品
関
係
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
七
十
兆

円
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。�

　
農
産
物
に
付
加
価
値
を
つ

け
る
こ
と
で
、
七
十
兆
円
に

少
し
で
も
食
い
込
み
、
農
業

収
入
を
あ
げ
る
六
次
産
業
化

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

全
体
と
し
て
、
行
政
が
ど
う

関
わ
る
べ
き
か
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。�

町
長
　
違
和
感
は
な
く
、
お

聞
き
し
た
。
や
は
り
、
産
業

と
し
て
強
く
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
二
部
地

区
の
「
か
あ
ち
ゃ
ん
そ
ば
」

や
、
「
ど
ぶ
ろ
く
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
は
、
６
次
産
業

と
し
て
の
評
価
は
高
い
。
こ

の
身
近
な
例
が
、
町
民
自
身

で
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、

も
っ
と
紹
介
し
た
い
。
ま
た
、

新
政
権
の
農
政
を
基
本
に
、

本
町
の
実
態
に
合
っ
た
振
興

策
に
つ
い
て
、
県
の
普
及
所

や
試
験
所
と
一
体
と
な
り
、

個
々
の
農
家
に
合
わ
せ
た
経

営
改
善
に
つ
な
が
る
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
や
、
サ
ポ
ー
ト
を
し

っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。�

���

大
森
　
試
行
実
施
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
利
用
者
の
状
況

は
ど
う
か
。�

町
長
　
六
月
か
ら
始
め
た
ば

か
り
。
実
績
は
、
ま
だ
な
い
。�

小
林
課
長
　
利
用
予
定
で
登

録
は
二
名
だ
が
、
現
時
点
で

の
利
用
は
な
い
。�

大
森
　
職
員
体
制
に
無
理
は

な
い
か
。�

小
林
課
長
　
町
内
保
育
所
の

保
育
士
全
員
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
で
行
う
。
利
用
時
に
は

二
名
の
保
育
士
で
対
応
す
る
。�

大
森
　
利
用
者
の
声
、
現
場

保
育
士
の
声
を
総
合
し
、
目

的
に
合
っ
た
効
果
は
出
て
い

る
の
か
。�

小
林
課
長
　
六
月
に
実
施
し

た
ば
か
り
で
、
検
証
で
き
な

い
の
で
、
了
承
い
た
だ
き
た

い
。�

大
森
　
利
用
状
況
、
効
果
等

か
ら
次
年
度
は
、
本
実
施
を

す
る
の
か
。�

町
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

ニ
ー
ズ
も
あ
り
、
「
次
世
代

育
成
メ
ニ
ュ
ー
」
と
し
て
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
、
何
年
間

か
続
け
て
み
た
い
。�


